
自
民
党
が
取
り
ま
と
め
た
改
憲

案
で
は
、
新
九
条
論
や
護
憲
的
改

憲
論
の
一
部
を
も
取
り
入
れ
る
よ

う
な
９
条
の
２
の
追
加
、
緊
急
事

態
条
項
も
災
害
の
み
に
し
、
教
育

の
無
償
化
は
や
め

て
充
実
に
と
ど
め

て
い
る
。
と
も
か

く
ま
ず
は
何
で
も

よ
い
か
ら
改
憲
し

た
い
と
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
、
安
保
法
で
の
危
険
な
任
務

拡
大
、
武
器
使
用
拡
大
の
自
衛
隊

を
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
で
、
自

衛
隊
員
が
現
実
に
「
殺
し
殺
さ
れ

る
」
危
険
が
高
ま
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
安
倍
首
相
が
言
う
の
と

は
反
対
に
、
自
衛
隊
員
は
憲
法
に

書
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
方
が
「
か

わ
い
そ
う
」
な
の
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
３
月
29
日
、
桜
満
開
の
夜
、
九
条
か
な
が
わ
の
会
主
催

の
「
九
条
を
守
る
運
動
の
交
流
会
～
３
０
０
０
万
署
名
推
進
の
た
め
に
」

が
、
桜
木
町
の
横
浜
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
の
九
条
の
会
の
代
表
47
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
九
条
か
な
が
わ
の
会
の
岡

田
尚
事
務
局
代
表
（
写
真
）
が
、

「
安
倍
９
条
改
憲
の
狙
い
と
３
０
０

０
万
統
一
署
名
の
意
義
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
報
告
し
ま
し
た
。

森
友
改
竄
文
書
を
見
て
も
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
安
倍
政
権
と
明
治

憲
法
の
復
活
を
め
ざ
す
極
右
団
体
・

日
本
会
議
と
の
深
い
関
係
だ
。
籠
池

氏
を
日
本
会
議
大
阪
役
員
と
し
、
小

学
校
認
可
は
大
阪
府
の
松
井
知
事
、

安
倍
晋
三
氏
も
麻
生
太
郎
氏
も
日
本

会
議
国
会
議
員
懇
談
会
の
特
別
顧
問

で
あ
る
。
安
倍
内
閣
こ
そ
「
日
本
会

議
内
閣
」
だ
。

日
本
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
の

伊
藤
哲
夫
氏
は
、
従
来
の
改
憲
路
線

を
貫
く
と
改
憲
陣
営
の
分
裂
を
招
く

の
で
、
「
こ
こ
は
一
歩
退
き
、
現
行

の
憲
法
の
規
定
は
当
面
認
め
た
上
で
、

そ
の
補
充
に
出
る
の
が
賢
明
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
研
究
部
長
の
小
坂
実
氏
は

「
自
衛
隊
を
明
記
し
た
第
三
項
を
加

え
て
、
２
項
を
空
文
化
さ
せ
る
べ
き
」

と
言
っ
て
い
る
。
安
倍
改
憲
の
シ
ナ

リ
オ
は
日
本
会
議
が
書
い
た
の
で
あ

る
。



洋
光
台
九
条
の
会
の
小
林
茂
道
さ
ん
は
、

「
根
岸
線
沿
線
の
各
駅
に
会
が
あ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
た
が
、
連
絡
会
を
開

き
、
経
験
交
流
を
す
る
な
か
で
、
合
同
行

事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
林
節
さ
ん

や
浜
矩
子
さ
ん
の
講
演
会
、
映
画
『
ザ
・

思
い
や
り
』
の
上
映
を
成
功
さ
せ
た
。
運

動
を
点
か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
と
発
展

さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

鶴
見
平
和
フ
ェ
ス
実
行
委
員
長
の
五
島

明
朗
さ
ん
（
写
真
）
は
「
毎
年
５
月
３
日

に
鶴
見
駅
西
口
モ
ー
ル
で
平
和
フ
ェ
ス
を

開
催
し
、
今
年
は
11
回
目
に
な
る
。
駅
頭

で
の
宣
伝
の
ほ
か
、
区
内
の
２
大
学
９
高

校
の
入
学
式
で
署
名
の
呼
び
か
け
を
す
る

予
定
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

戸
塚
町
９
条
の
会
の
辻
村
定
次
さ
ん
は
、

地
域
を
回
る
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
に
取
り
組
み
、

学
習
会
で
参
加
者
が
増
え
、
地
域
の
団
体

と
の
協
力
で
輪
が
広
が
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
で
つ
な
が
り
が
深
ま
る
経
験
を
報
告

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
で
作
成
し

た
「
地
域
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
実
施
要
領
」
も

紹
介
し
ま
し
た
。

港
南
区
の
繁
竹
次
男
さ
ん
は
、
創
価
学

会
会
員
の
お
宅
に
行
っ
た
ら
、
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
話
が
で
き
た
と
の
経
験
を

話
ま
し
た
。

あ
つ
ぎ
・
九
条
の
会
の
山
本
幸
子
さ
ん

は
、
安
倍
９
条
改
憲
反
対
！
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
厚
木
・
愛
川
・
清
川
の
会
で
の
戸
別
訪

問
で
、
核
兵
器
廃
止
署
名
と
合
わ
せ
て
進

め
て
い
る
経
験
と
、
９
月
17
日
の

９
条
か
な
が
わ
大
集
会
の
準
備

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

横
須
賀
市
民
九
条
の
会
の
岸

牧
子
さ
ん
（
写
真
）
は
、
３
０

０
０
万
全
国
統
一
署
名
・
横
須

賀
を
結
成
し
、
５
万
筆
を
目
標

に
進
め
て
い
る
と
報
告
し
ま
し

た
。

瀬
谷
区
の
二
谷
敏
子
さ
ん
は
、

９
月
15
日
に
瀬
谷
公
会
堂
で
の

前
川
喜
平
さ
ん
の
講
演
会
を
準

備
し
て
い
る
と
話
ま
し
た
。

鶴
見
区
の
花
月
９
条
の
会
の

金
谷
和
夫
さ
ん
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

神
父
さ
ん
の
協
力
で
教
会
の
大
聖
堂
で
学

習
会
を
開
催
し
た
こ
と
。
共
産
党
後
援
会

と
協
力
し
て
署
名
を
集
め
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
し
た
。

ふ
じ
さ
わ
・
九
条
の
会
の
島
田
啓
子
さ

ん
は
、
新
婦
人
、
民
商
、
国
民
救
援
会
な

ど
の
市
民
団
体
と
共
同
の
取
り
組
み
を
し

た
り
、
政
党
に
も
よ
び
か
け
て
い
る
が
、

九
条
の
会
単
独
で
６
０
０
０
の
目
標
で
５

１
０
０
ま
で
署
名
を
集
め
た
と
報
告
し
ま

し
た
。

憲
法
九
条
大
和
の
会
の
久
保
博
夫
さ
ん

は
、
料
金
受
取
人
払
い
の
封
筒
を
入
れ
た

２
２
０
名
の
賛
同
者
の
名
前
を
入
れ
た
署

名
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
進
め
て
い
る
経
験
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

３０００万署名Ｑ＆Ａ・・・・・・・・

「この前２０００万署名をやったのに、なぜ

また」に対しては、「それで改憲の動きを止め

ることはできず、その後、改憲の内容と時期が

明示された。ここでやらねばどこでやる」と言

おう。

「どうして３０００万なの」に対しては、

「国民投票で否決できる数。発議させない目標」

と言おう。

「みんな疲れている。どうすればヤル気がでる

の」に対しては、「自分たちだけではダメ。ネ

ズミ算式に集める人を増やし、幅広く広げるこ

とで展望が広がる」と言おう。

森友問題で国民が怒ってる今がチャンス、是

非とも成功させよう。

３０００万署名の成功を！

最後に、司会の後藤仁敏が、「この署名

は５月３日に中間発表するために４月２５

日までに市民アクション事務所に送ってほ

しいとのことです。最終締め切りは５月末

日で、６月２０日の国会会期末までに提出

する予定ですが、安倍政権が改憲発議を諦

めるまで続けられる可能性もあります。必

ず成功させよう」と訴えました。

活
発
な
交
流
会
で
の
発
言


